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令和6年5月1日　発行令和6年3月（第1回）定例会

市議会
ホームページは
こちら市長の令和６年度の市政運営方針について、４会派が代表質問を行いました。

また、市の事務の執行状況などについて、8人の議員が一般質問を行いました。
委員会では、包括外部監査契約の締結や指定管理者の指定、条例の改正の議案
のほか、令和５年度補正予算、令和６年度予算などが審議され、いずれの議案
も原案可決されました。
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　今定例会での私の代表質問は、市政運営方針の中
から、多岐にわたり質疑を展開しました。
　子育て支援については、現在、国を始め泉南市と
しても独自の様々な取り組みを行っています。更な
る取り組みの推進と情報提供の一つとして、仮称、
泉南版「子育てトータルプラン」策定の提案をしま
した。
　給食費の無償化については、保護者から強い要望
があることを訴え、今後も財源確保に努めるよう要
望しました。
　チョイソコせんなんについては、現在の実証実験
を受けて、今後どうするのかを検討し、市長から
は、何らかの交通手段の必要性の認識について答弁
がありました。
　また、防犯対策については、市内150台を目標に毎
年設置しているが、同時に、高齢者世帯向け防犯カ
メラ設置への補助事業の要望をしました。

石　橋　正　敏 
（大阪維新の会）

学校教育について…子どもの権利条例に見合う学校
づくりを
【不登校の状況】なんでも競争、忙しすぎるテスト、
一方的な一斉授業で学校嫌いが生まれる。子どもの
声を聞き、学校教育のあり方を見直す必要がある。
【体育館のエアコン設置】熱中症対策・避難所対策
から24年度の設置を求める。
オンデマンドバスの本格運用に向けて
実証実験（試験運行）から問題点を明らかにし、本
格運用に進むように求める。
国保料の値上げ反対
所得の2割を占める保険料は高すぎて払えない。
地震など損害に備えて市職員の増員を
災害現場の最前線に立つ市職員の役割は大きい。
災害や熱中症などが心配される万博への遠足は学校
の判断で行うこと

①物価高騰、人件費増における小中学校再編や市役所を

含む公共施設の整備への影響についての市の考えは？

②市内の文化芸術団体が多く存在しているが、文化芸

術の更なる振興と、市民が質の高い文化芸術に触れ

る機会を提供するべきであるが、市の考えは？

③農業の担い手の育成として泉南農業塾がある。

「食っていける農業」を進めるための市の考えは？

④商工業の振興について、市内４駅のグランドデザイ

ンを描いていくべき。

⑤買い物難民対策としての市内のモビリティの考え方

についての市の考えは？

⑥災害リスクを下げるため、不要なため池の防災広場

化について

⑦通学路沿道にある空き家のブロック塀の撤去について

⑧福祉施設との覚書の見直しによる他の覚書への影響は？

⑨泉南市への企業誘致が可能な用途区域の見直しを

し、人口増、税収増を目指すべきだが市の考えは？

代表質問（3月6、7日） 質問者自身が作成した原稿を原文のまま記載しています。
記事のくわしい内容については、QRコードを読み取り動画をご覧いただくか、
質問者にお問い合わせください。

古　谷　公　俊
（大阪維新の会）

大　森　和　夫
（日本共産党）

1. 防災について（女性の視点等の避難所運営について）
・避難所運営における女性への配慮について、マニュア

ルや方針はあるが、実際の運営は…？
　市の考えや今後の方向性についても質問、要望。
➡具体的な取組は現在できていないが、今後はその方針

を進めるに当たり、女性の声が正しく反映されるよう
努力する。

・要支援者の二次避難所となる福祉避難所の更なる確保
を要望。

➡市内の社会福祉施設等に協力を求め、できるだけ多く
の福祉避難所の確保に取り組む。

2. 行政におけるDXについて
　昨年のシステム障害を受けての対策、セキュリティ対

策、保守契約について質問。
3. 農業公園の利活用について
　地域住民の方々が、イベントを行いやすよう、要領の

アップデートを要望。
4. 岡田浦駅のバリアフリー化計画について
　就任後、住民の方々から多数の相談を受け、速やかに

担当課に要望していた案件。
　今回予算が計上された事を受け、改めて進捗の確認。

1.市民の安全対策について
①自転車用ヘルメット購入費助成について
　➡財源も踏まえ検討していく。
2.「補聴器購入費助成制度」の進捗について
　➡事業開始の整備が整い次第スタートできるよう調整中
3.女性の健康支援について
①ＨＰＶワクチン接種の個別勧奨
　➡対象者全員に個別通知実施。
②「プレコンセプションケア」について
　➡市ウェブサイトを通じ市民への周知を図っていきたい
③「アピアランスケア」について、がん患者の医療用ウィ
　ッグ・乳房補正具の助成額は？
　➡令和6年4月1日より、医療用ウィッグ・乳房補正具と

も、購入費の1/2で１万円を上限とし、ひとり１回と
する。

4.市営住宅入居における高齢者・母子家庭・障がい者への
　優遇制度の改善について　
　➡今後の募集の際には、募集戸数を勘案し、個数枠設定

方式等の実施についても検討する。
5.女性の雇用改善について
①女性のデジタル人材の育成について
②女性の雇用改善と拡大について

1.防災について
⑴石川県能登半島地震での教訓として今後の市の対策や取組は？
⑵防災拠点また緊急時対策・危機管理対応できるとしての新

庁舎の建設や旧庁舎の回避できる施設を作ることは出来な
いのか？

⑶庁舎が市民の避難所になった場合の対応は？
⑷更なる他府県または企業などの災害協定の取組みについて
⑸災害時／不測の事態の対策として市でトイレ車又は仮設

シャワー施設や入浴施設（車）を購入や設置する事は出来
ないか？

2.学校教育について
⑴第三者委員会の進捗状況は？
⑵いじめ防止の取組みについて
3.JR和泉砂川駅前周辺整備について
⑴砂川樫井線の進捗状況は？
⑵１車線～開通時期は？
4.市の賑わい創出について
⑴市の取り組みについて？
⑵物価高対策について
⑶地域の消費喚起の為に地域カードをまたは電子カードを作

る取組は出来ないのか？

１. 中共（中国共産党）によるウイグル人弾圧について
▶中共によるウイグルジェノサイドの現状について当市の認識
→多くのウイグル人が残虐な拷問や殺戮、強制収容所で強制労働させられ

ている。
　公共事業の受注等に対しサプライチェーン上、強制労働などの人権侵害

に加担しないよう注視する。
▶人権学習啓発状況
→市内小中学校と高校・図書館・公共施設にウイグル人による証言をもと

に描かれた絵本『私の身におきたこと』が日本ウイグル協会からの寄付
により導入されている。

→今後は他外国人同様の人権問題として解決に向け取組む。
２．領土問題を含む主権者教育について
▶本市の18～20歳の投票率の現状と投票率向上に向けた取組み
→10代38％・20代31％ 全国平均以下（R3年度衆院選）
→小中学校で模擬選挙体験等
▶領土問題を含めた主権者教育強化について
→『北方領土・竹島・尖閣諸島は日本固有の領土である』という自国の領

土を正しく理解する指導を行う。
３．子ども食堂・学習支援・第三の居場所事業を支援する企業版ふるさと

納税のプロジェクト設置について
→前向きに検討。
４．移住定住支援について
→【地方創生推進交付金】を活用した家の改修費用にかかる一部を助成す

る制度の導入・【デジタル田園都市国家構想交付金】を活用した移住支
援事業の導入・遊休農地を活用した『市民農園』の開設を提言。

５．泉南市暴力団排除条例について
→本市が契約している委託事業者が暴力団員及び暴力団密接関係者ではな

いかどうかの照会を大阪府警に求める。

一般質問 (3月7日)
質問者自身が作成した原稿を原文のまま記載しています。
記事のくわしい内容については、QRコードを読み取り動画をご覧いただくか、
質問者にお問い合わせください。

澁　谷　昌　子 
 （公明党）

谷　藤　麻由奈
（大阪維新の会）

市政運営方針に基づいた
　　　　　政策について

質問しました

はじめに 行財政改革と持続可能な取組、稼ぐ視点

政策１ 不妊症・不育症に悩む方への支援策

政策１ 子どもの相談救済機関、子ども若者育成支援推進法

政策 2 サザンぴあ、観光協会の在り方

政策 3 能登半島地震を踏まえた地域防災

政策 4 共生社会の実現を推進するための認知症基本法

竹　田　光　良
（公明党）

堀　口　和　弘 
（未来せんなん）

添　田　詩　織
（新風会）
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委員会審査のようす

議案第2号　包括外部監査契約の締結について
総務産業常任委員会

問

答

包括外部監査について、市の変革に今後寄与していく監
査であったと高く評価しているが、市としての評価は？

行政の体制を見直していく、大きなきっかけのひとつと
捉えている。外部からの視点で、指摘いただき、議会と
いう場を通じて、市民にお示しできたことが非常に大き
な成果だと評価している。これらを踏まえ、必要に応じ
て対応を検討しているところ。

包括外部監査は泉南市の人口規模では、義務で
はなく必要もない。泉南市は市職員数も少なく
兼務も多く、外部監査の仕事は、市職員の負担
となる。小さな職場なので現場で解決できるこ

とも、外部監査は1年かけて資料を作るなど、効率が悪い。
内部監査の機能をあげ、職員が自律的に改善できる体制を
作ることが大事である。包括外部監査契約費の825万円
（上限）も市財政には負担となる。

議会に提案された予算や条例などの議案は、所管の
委員会で審査されます。委員会審査の結果、本会議
で最終的に賛否の採決が行われます。

　冒頭に南海本線「岡田浦駅」のバリアフリーにつ

いての歴史的背景を述べ、国のバリアフリー法改正

により、本予算にバリアフリー基本構想の策定が組

み込まれたことについて、今までの苦労と念願で

あった想いを伝えた。そして、西信達義務教育学校

の進捗状況を問い、開校については令和10年４月

と約束し、夢ある実現の為にも、建設方法、予定㎡

数、公共施設の見直しFMによる合築構想（公民

館・消防分分団庫）等、具体的に質問した。そし

て、小学校跡地の駅前開発については、妥協するこ

となく、将来ビジョンを見据えた夢ある街づくり

に、必ず全力で取り組んでほしいと訴えた。

　是非、YouTubeをご覧ください。検索「泉南市

議会議員　田畑ひとし」

森　　　裕　文
 （未来せんなん）

　今、樽井一丁目の市有地で建設中のプール

は、市立プールではありません。民設民営の

プールです。

　サンエス温水プールも廃止されます。

　学校プールも全て廃止されていますので、

泉南市に公のプールは全く無くなるのです。

　健康保持やリハビリの為にプールを利用さ

れる市民も少なからずいます。

　市民に一般開放できるプールの必要性を、

行政は今一度考え直さなければならない！

1. 商業振興について
　令和5年第2回定例会で、空き店舗対策家賃補助事業の拡

充を要望。
　令和6年度予算で空き店舗対策家賃補助事業が拡充。さら

に、ふるさと納税型クラウドファンディングの実施。さ
らに次年度に向けて商店街活性化施策の必要性を提言。

2. 農業振興について
　トラクターに対しての補助を要望。➡慎重に判断。
3. 空き家対策について
　民間事業者との連携で空家対策を前に進めるよう提言。
4. 放課後児童対策について
　文科省からの通達を踏まえ、留守家庭児童会の拡充につ

いての見解を伺う。
➡空き教室を活用して検討する。
　放課後子ども教室の設置について見解を伺う。
➡ボランティアの確保が課題となり実施は難しい。
　小学校施設の複合的な活用の必要性を提言。
5. 公園の整備について
　主要な公園に対して積極的に防犯カメラをつけるべきと

提言。
➡公園の防犯カメラは、地元区からの要望があれば検討する。

1. りんくう翔南高校の廃校を許さない
　大阪府は３年連続定員割れになると機械的に廃校する制

度になっている。府立りんくう翔南高校の志願者数が３
年連続定員割れとなった。泉南市唯一の高校は地元に必
要と訴える。

2. 介護保険料は高止まりの状態。保険料を引き下げる政策
を求める

　４月からの第９期の介護保険料は低所得者への保険料を
抑えるようになっており、住民運動の成果。基金を取り
崩し保険料の高騰を抑えていくよう要望。

3. パートナーシップ制度を行うよう求める
　大阪府などでも既にパートナーシップ制度を導入してい

る。市として同性カップルの存在を正面から認めるとい
う姿勢を示すよう制度の導入を求める。

4. 樽井駅前、和泉砂川駅前について
　駅前商店街の活性化に必要なのは外部から人を呼び込む

だけでなく、地元住民に足を運んでもらう取組が必要。
駅前商店街で行うイベントへの補助金を出すなど検討を
求める。

　JR和泉砂川駅前の狭小道路の拡幅に市として地権者の
要望に沿えるように働きかけを要望。

5. 高齢者の補聴器購入助成の早期実現を求める

一般質問 (3月8日)
質問者自身が作成した原稿を原文のまま記載しています。
記事のくわしい内容については、QRコードを読み取り動画をご覧いただくか、
質問者にお問い合わせください。

田　畑　　　仁
（優仁会）

問 小学校給食提供事業の給食配膳室改修工事が減額（▲927万6千円）されるが、工事の理由は？

5か所の小学校の改修工事で、床・壁・天井の塗り替え、照明器具のLED化、流し台の更新などを実施。答
問 総合福祉センター費の指定管理事業248万円の増額の理由は？

令和元年度の光熱水費を基準に積算しており、最近の光熱水費の高騰に伴い、11月から始まったESCO事業
（省エネ改修工事による光熱費の削減分）による効果額を差し引いた額を増額するもの。答

井　上　　　実
（大阪維新の会）

楠　　　成　明
（日本共産党）

（内容）外部監査制度の1つで契約により市の財務事務など特定のテーマについて監査を行うため、契約締結
するもの。契約期間は１年。契約先は公認会計士の鳥生紘平（とりう こうへい）氏で、契約金額は
825万円を上限とするもの

問

答

子どもが遊べる拠点事業を別途事業委託しなかった理由は？

指定管理事業の中に組み入れるほうが全体的な経費の削
減となり、利用料が指定管理者の歳入として見込める。

今回、国際ライフパートナーのみ応募で、一
度は不選定になっているという結果を見る
と、募集要項の見直し、特に指定管理料の再
設定が必要だったのではないでしょうか。仕

様書等を変更し、研修の中身や、乳幼児の遊びの広場の
利用に関する業務を具体的に表しました。乳幼児の遊び
の広場の運営には自主取組を行い、充実を図ってくれて
います。民間活力の導入ありきではなく、直営や地元に根ざ
した非営利団体等が運営できるような視点も必要です。

議案第３号　指定管理者の指定について
厚生文教常任委員会
（内容）泉南市総合福祉センターの指定管理者を国際ライフパートナー株式会社に指定するもの

議案第21号　令和５年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第13号）
令和5年度予算審査特別委員会

問

答

（仮称）SENNAN LITTLE PARK「りるぱ」のネーミ
ングの決め方は？

子育て支援センターひだまりの利用者（子育て中の保護
者）から意見を聞き、子育て世代の市の職員にも意見聴取
の機会を設けた。３つの候補の中から投票を行い、一番得
票数が多かったのがSENNAN LITTLE PARK 「りるぱ」
であった。

これまで利用されていなかった空間を活用し
た公共施設の利活用であること。そして、行政
の縦割りを超えて実現した複合的な施設であ
ること。この２点が非常に評価のできる点で

ある。今回の取り組みが、今後の泉南市の公共施設の再
編を進めるための大きな一歩となることを期待します。

議案第13号　泉南市総合福祉センター条例の一部を改正する条例の制定について

（内容）子どもが遊べる拠点事業の開始に伴い、必要な条例の改正を行うもの

×
反対討論

×
反対討論

○
賛成討論

（内容）主に事業の完了、または、完了見込みによる事業費の確定により、３億8,049万9千円を減額し、補
          正後の予算額を314億6,810万4千円とするもの



委員長　谷　展和　　副委員長　田畑　仁
委　員　澁谷　昌子　大森　和夫　古谷　公俊　石橋　正敏　森　裕文

年金制度における外国人への脱退一時金の是正を求める意見書
　国民年金や厚生年金保険(共済組合等を含む)の被保険者(組合員等)で日本国籍を有しない方が我が国を出国する際
は、脱退一時金を請求することができる。同時に年金受給資格を喪失するため、将来的には無年金や低年金となる。
脱退一時金の裁定件数は増加傾向にあり、令和3年度は9万6千件に達し、過去10年の累計値は72万件を超えた。年金を受給するために
は最低10年間の加入期間が必要だが、仮に我が国に在留を続け生活が困窮した場合、生活保護の支給対象となる。
　また、同制度は再入国を妨げていないため、のちに我が国で再度就労することができる。外国人労働者の産業別内訳は、製造業を筆頭
に卸売業、小売業、ならびに宿泊業、飲食サービス、建設業など雇用の流動性が高く派遣労働が多い職種である。
　入国時には就労ビザや留学ビザであっても、やがては永住資格などの申請を行うことができるようになっており、永住資格を持つ外国
人であっても脱退一時金の申請を妨げるようにはなっていない。
　日本人は基本的に公的年金を脱退することはできず、この現状を放置することは国民の間に強い不公平感を与えることになりかねな
い。特に派遣社員が雇止めになった等の場合は、極めて大きな格差が生じている。
　無年金で我が国に在留を続け、結果として生活が困窮となった外国人が増加すると、将来的に地方の財政負担につながる。脱退一時金
を請求した方は永続的に帰国する前提であるという制度の趣旨に立ち返るとともに、政府において必要な実態把握を行い、在留資格に関
する議論の進捗も踏まえながら次期年金制度の改正に向けて必要な検討を行うよう強く要請する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　令和6年3月28日　泉南市議会

【提出先】　衆議院・参議院議長　内閣総理大臣　内閣官房長官　法務大臣　厚生労働大臣

意見書・決議を提出しました
今定例会では意見書１件が提案され、審議の結果、賛成多数で可決されました。

意見書・決議▶
全文はこちら

可  決
賛成多数

予算審査のようす
会議のようす

１年間の事務に必要な予算について、予算審査特別委員会で審査します。
委員会では各費目ごとに目的や内容、効果などについて、委員の活発な質疑が
行われました。ここでは、主な質疑のようすをお伝えします。

令和６年度予算審査特別委員会

　
行
政
事
務
事
業
の
報
償
費
︵
弁

護
士
費
用
１
３
２
万
円
︶
の
内
訳

と
令
和
５
年
度
に
議
会
が
関
係
し

た
裁
判
に
要
し
た
費
用
は
？

　
業
務
上
、
法
的
な
対
応
が
必
要

と
な
る
事
案
に
つ
い
て
、
市
の
顧

問
弁
護
士
へ
の
相
談
に
か
か
る
報

酬
。
裁
判
の
着
手
金
な
ど
は
、
時

間
的
余
裕
が
な
い
た
め
予
備
費
で

対
応
し
て
い
る
。
裁
判
後
の
成
功

報
酬
な
ど
の
支
払
い
に
つ
い
て

は
、
補
正
予
算
ま
た
は
、
予
備
費

で
対
応
し
て
い
る
。

　
議
会
の
懲
罰
決
議
に
関
す
る
着

手
金
は
、
３
６
万
８
千
５
百
円
。

総
務
費

　
総
合
交
流
拠
点
施
設
︵
サ
ザ
ン

ぴ
あ
︶
関
係
事
業
の
民
間
活
力
導

入
可
能
性
調
査
業
務
委
託
料
︵
７

１
０
万
円
︶
の
内
容
は
？

　
泉
南
り
ん
く
う
公
園
の
整
備
が

完
了
し
、
施
設
周
辺
の
環
境
が
大

き
く
変
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
現

在
の
指
定
管
理
期
間
を
２
年
間
延

長
し
、
そ
の
間
に
、
施
設
の
今
後

の
あ
り
方
や
運
営
手
法
に
つ
い
て

調
査
・
検
討
す
る
も
の
。

商
工
費

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
︵
さ
わ
や

か
バ
ス
︶運
行
事
業︵
４
、６
４
０

万
１
千
円
︶
に
つ
い
て
、
利
用
者

状
況
と
ダ
イ
ヤ
改
正
な
ど
の
予
定

は
？

　
令
和
３
年
度
に
約
13
万
３
千

人
、
ダ
イ
ヤ
を
改
正
し
た
令
和
４

年
度
で
約
15
万
４
千
人
、
令
和
５

年
度
で
約
16
万
９
千
人
を
見
込
ん

で
い
る
。
令
和
８
年
度
に
ダ
イ
ヤ

改
正
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
予
定
し
て
お
り
、
調
査
結
果
を

見
て
、
バ
ス
停
の
増
設
な
ど
検
討

す
る
。

土
木
費

　
学
校
水
泳
授
業
支
援
委
託
料

︵
３
、８
８
３
万
１
千
円
︶
の
内

容
と
市
民
の
利
用
は
？

　︵
仮
称
︶泉
南
中
央
公
園
用
地
に
民

間
活
力
を
導
入
し
、
民
設
民
営
の

屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
建
設
に
よ
っ

て
、
施
設
の
一
部
の
時
間
を
利
用

し
て
、
令
和
６
年
度
よ
り
学
校
水

泳
授
業
を
市
が
委
託
す
る
も
の

で
、
民
間
の
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
市
の
財
政
負

担
の
軽
減
や
質
の
高
い
事
業
が
期

待
さ
れ
る
。委
託
料
に
は
、民
間
プ
ー

ル
施
設
の
提
供
業
務
に
対
す
る
対

価
と
水
泳
指
導
補
助
業
務
に
対
す

る
対
価
、
学
校
と
プ
ー
ル
の
児
童

送
迎
に
対
す
る
対
価
が
含
ま
れ
て

い
る
。
契
約
に
つ
い
て
は
、
基
本

契
約
が
約
30
年
、
年
度
ご
と
に
単

価
な
ど
変
動
す
る
契
約
に
つ
い
て

は
、年
度
ご
と
の
契
約
。市
民
の
プ
ー

ル
利
用
に
つ
い
て
は
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て
、
事
業
者

か
ら
提
案
の
あ
っ
た
内
容
に
沿
っ

て
、
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

　
令
和
６
年
度
泉
南
市

一
般
会
計
予
算
は
、
歳

入
の
根
幹
と
な
る
市
税

で
は
、
今
後
人
口
減
少

等
で
更
に
厳
し
く
な
る
が
、
確
実
に

着
実
な
市
税
の
確
保
を
望
み
ま
し

た
。
市
債
や
交
際
費
の
抑
制
は
、
健

全
な
予
算
編
成
の
姿
勢
が
窺
え
、
今

後
の
公
共
施
設
の
整
備
に
向
け
て
の

準
備
と
評
価
致
し
ま
す
。

　
主
な
各
事
業
に
お
い
て
は
、
防
災

ア
プ
リ
に
注
目
し
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
で
市
民
の
安
全
安
心
を
守
り
、

不
妊
不
育
治
療
費
の
助
成
は
、
不
妊

症
や
不
育
症
で
悩
ま
れ
る
ご
夫
婦
に

は
力
強
い
支
援
と
な
り
ま
す
。
物
価

高
騰
対
策
費
と
し
て
給
食
費
の
負
担

軽
減
を
行
い
、
学
力
向
上
推
進
事
業

と
合
わ
せ
て
、
小
中
学
校
の
体
育
館

へ
の
空
調
設
置
の
設
計
委
託
料
は
、

議
会
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
応

え
た
事
業
と
評
価
し
、
全
体
的
に
、

今
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
に

対
し
て
し
っ
か
り
予
算
化
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
泉
南
市
へ
の
大
き
な

希
望
と
期
待
を
寄
せ
て
、
今
予
算
に

対
し
て
賛
成
と
致
し
ま
す
。

　
一
般
会
計
予
算
の
採
決
で
は
、
学

校
水
泳
授
業
支
援
委
託
料
に
つ
い
て

は
、
内
容
が
十
分
に
説
明
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
委
託
料
を
全
額
削

減
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
採
決

の
結
果
、
修
正
案
は
賛
成
少
数
で
否

決
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

教
育
費

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
費
の
指
定

管
理
料︵
９
、６
９
０
万
円
︶に
つ

い
て
、
令
和
５
年
度
よ
り
増
額
の

理
由
は
？

委
員
会
の
採
決
で
は
、
修
正
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
と
比
べ
増
額
︵
＋

１
、７
５
８
万
円
︶
の
理
由
に
つ

い
て
、
乳
幼
児
の
遊
び
の
広
場
の

開
設
に
伴
う
人
件
費
、
遊
具
の
修

繕
及
び
保
守
点
検
費
、
光
熱
水
費

な
ど
約
６
８
２
万
円
の
ほ
か
、
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
開
館
日
が
増

え
る
こ
と
に
よ
る
人
件
費
の
増
加

分
や
光
熱
水
費
の
高
騰
な
ど
の
諸

経
費
を
含
ん
だ
金
額
と
な
っ
て
い

る
。

民
生
費

　
双
子
川
浄
苑
周
辺
環
境
整
備
事

業
の
自
主
環
境
整
備
補
助
金
︵
５

０
１
万
円
︶
の
根
拠
と
見
直
し
の

予
定
は
？

　
双
子
川
浄
苑
の
施
設
の
建
設
及

び
操
業
に
伴
い
、
周
辺
の
地
域
の

生
活
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
、

大
苗
代
区
、
下
村
区
、
樫
井
西
町

会
に
対
し
地
域
の
環
境
整
備
に
要

す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
も

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金
額
に
つ
い

て
は
、
建
設
当
初
に
協
議
し
た
結

果
、
決
定
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

施
設
の
建
て
替
え
の
際
に
は
、
地

域
の
環
境
の
変
化
に
応
じ
た
協
議

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

衛
生
費

一
般
会
計
予
算

総合交流拠点（サザンぴあ）

コミュニティバス
（さわやかバス）

　
当
初
予
算
案
公
表

資
料
を
踏
ま
え
、ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
た
施
策

の
重
要
性
は
次
の
内

容
で
す
。

①
各
公
共
施
設
除
却
事
業
：
老
朽
化

施
設
の
除
却
は
市
民
の
安
全
を
確
保

し
、
地
域
の
魅
力
向
上
に
も
寄
与
す

る
。
②
学
力
向
上
推
進
事
業
の
強

化
：
児
童
生
徒
の
能
力
を
最
大
限
に

引
き
出
し
、
地
域
社
会
の
未
来
を
支

え
る
。
③
全
小
中
学
校
体
育
館
に
空

調
を
設
置
：
災
害
時
の
避
難
所
と
し

て
の
機
能
を
果
た
し
、
子
供
た
ち
の

安
全
な
学
習
環
境
を
確
保
。
④
乳
幼

児
の
遊
び
の
広
場
﹃S

E
N

N
A

N 

　
子
ど
も
の
権
利
条

例
を
土
台
に
し
た
希

望
が
も
て
る
予
算
で

な
い
。
近
隣
市
町
に

あ
る
も
の
が
、
泉
南
市
に
は
な
い
。

具
体
的
な
反
対
理
由
は
次
の
通
り
。

　
学
校
体
育
館
に
空
調
設
備
が
な
い

こ
と
。
２
０
２
４
年
度
は
設
計
だ
け

で
、
設
置
は
２
０
２
５
年
度
に
な

る
。

　
学
校
プ
ー
ル
も
市
民
プ
ー
ル
も
な

い
こ
と
。
泉
南
中
央
公
園
用
地
に
で

き
る
温
水
プ
ー
ル
は
、
市
民
が
自
由

に
使
え
な
い
。

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
も
な
く
な
る

こ
と
。小
学
校
は
和
歌
山
市
、中
学
校

は
堺
市
で
作
ら
れ
た
給
食
に
な
る
。

　
財
源
は
基
金
や
補
助
金
な
ど
を
活

用
し
、
不
要
不
急
な
事
業
を
見
直
せ

ば
で
き
る
。

LITTLE PARK 

り
る
ぱ
﹄
の
開
設
：

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
貢
献
。
⑤
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
推
進
事
業
﹁
岡
田
浦
駅

周
辺
地
区
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構

想
﹂
の
策
定
：
地
域
の
利
便
性
向
上

と
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
ア
ク

セ
ス
改
善
を
目
指
す
。
⑥
認
知
症
サ

ポ
ー
ト
体
制
整
備
事
業
：
地
域
の
安

全
と
安
心
を
図
り
、
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
へ
の
支
援
を
強
化
。

本
会
議
で
の
討
論
の
概
要

×
反対討論

○
賛成討論

○
賛成討論

【令和5年第3回定例会　議案賛否一覧】【令和6年第1回定例会　議案賛否一覧】 ○➡賛成　×➡反対　欠➡欠席　－➡報告事項のため、採決はとりません○➡賛成　×➡反対　欠➡欠席　－➡報告事項のため、採決はとりません

　

※議長職を執り行うため、賛否に加わりません。議長は賛否同数のときのみ裁決し、議案の可否を決定します。
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泉南監報告第17～20号
報告第１号
議案第１号
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議案第２９号
議案第３０号
議案第３１号
議案第３２号
議案第３３号
議案第３４号
議案第３５号
議案第３６号
議案第３７号
議案第３８号
議案第３９号
議案第４０号
議案第４１号
議案第４２号
議案第４３号
議案第４４号
議員提出議案第1号

例月現金出納検査結果報告
専決処分の承認を求めるについて（令和５年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第12号））
市道路線の認定等について
包括外部監査契約の締結について
指定管理者の指定について
指定管理者の指定の期間の変更について
泉南市の環境農林水産行政に関する事務を泉佐野市に委託することに関する規約の変更に係る協議について
泉南市個人番号の利用に関する条例の一部改正
職員の分限に関する条例の一部改正
報酬及び費用弁償条例の一部改正
一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正
泉南市手数料条例の一部改正
泉南市立文化ホール条例の一部改正
泉南市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正
泉南市総合福祉センター条例の一部改正
泉南市介護保険条例の一部改正
泉南市国民健康保険条例の一部改正
泉南市漁港管理条例の一部改正
泉南市下水道事業の設置等に関する条例の一部改正
泉南市消防団員等公務災害補償条例の一部改正
泉南市立保育所設置条例の廃止について
泉南市立若松湯条例の廃止について
令和５年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第13号）
令和５年度大阪府泉南市馬場財産区会計補正予算（第１号）
令和５年度大阪府泉南市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
令和５年度大阪府泉南市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号）
令和６年度大阪府泉南市一般会計予算
令和６年度大阪府泉南市樽井地区財産区会計予算
令和６年度大阪府泉南市狐池財産区会計予算
令和６年度大阪府泉南市信達市場（久堀池）財産区会計予算
令和６年度大阪府泉南市馬場財産区会計予算
令和６年度大阪府泉南市男里財産区会計予算
令和６年度大阪府泉南市海営宮池財産区会計予算
令和６年度大阪府泉南市信達市場財産区会計予算
令和６年度大阪府泉南市新家高野・野口（大掛）財産区会計予算
令和６年度大阪府泉南市幡代財産区会計予算
令和６年度大阪府泉南市信達岡中財産区会計予算
令和６年度大阪府泉南市信達岡中新池財産区会計予算
令和６年度大阪府泉南市国民健康保険事業特別会計予算
令和６年度大阪府泉南市汚水処理施設管理特別会計予算
令和６年度大阪府泉南市介護保険事業特別会計予算
令和６年度大阪府泉南市後期高齢者医療事業特別会計予算
令和６年度大阪府泉南市公共用地取得事業特別会計予算
令和６年度泉南市下水道事業会計予算
泉南市賦課徴収条例の一部改正
令和6年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第1号）
年金制度における外国人への脱退一時金の是正を求める意見書について

結 果案 件 名議案番号
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日時：令和6年1月25日
講師：立命館大学教授　斎藤　真緒　氏
内容：ヤングケアラー支援について

泉南市議会研修会（ヤングケアラ―支援） 泉南牡蠣まつりで
　　　　　募金活動を行いました

日時：令和6年3月27日
内容：令和6年4月に新設開園する幼保連携型認定
　　　こども園 「浜風こども園」の現場視察を実施
　　　しました。

浜風こども園 現地視察

議会のうごき（1月～3月）

日時：令和6年1月27日
場所：SENNAN LONG PARK（海のマルシェ）
内容：振る舞い牡蠣汁、産地別牡蠣食べ比べセット
　　　販売、お楽しみ抽選会、令和6年能登半島
　　　地震義援金募金活動などを行いました。
　　　当日集まった募金は、32,709円でした。
　　　募金は本市議会議員からの10万円とあわせ
　　　て132,709円を北信越市議会議長会災害義
　　　援金口座に送金しました。
　　　みなさまの温かいご支援、ありがとうござ
　　　いました。
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　3月議会では、令和6年度の税の使途を決定する
予算審査が行われました。市民の税金をどのよう
に活用するかについて、議論が交わされました。
市政の動向や議会の活動に改めてご注目下さい。
市民の皆様の期待に応えるために、市民の声に真
摯に耳を傾けながら、泉南市の発展に向けて努力
を重ねてまいります。

　せんなん議会だよりNO88号（令和6年2月1日
発行）11ページの「新役員・委員会構成が決ま
りました」において、議会運営委員会委員の氏
名に誤りがありました。
　（誤）堀口和夫　（正）堀口和弘
　お詫びして訂正いたします。
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■お詫びと訂正


